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 Taylor（1951）1）によると，今日細菌で起る疾

患で予後の最：も悪いのは最初に治療血清が発見

された破傷風である．他の細菌による疾病は最

近の目覚ましい化学療法並に抗生物質療法の進

歩によって治療成績に劃期的な進歩を見たにも

拘わらす，本症の死亡i率は依然として高いとの

ことであり，叉我が国厚生省の渡辺氏2）の統計に

よると，戦後我が国に於ける本症の死亡率はむ

しろ」曾加の傾向にあるとのことである．

 破傷風に対する化学療法剤及び抗生物質剤と

して云々されるもののうち，從來望みを嘱せら

れてい1たものに「マルファ＝一・一ル」と「ぺ＝シ

リン」とがあるが，その治療効果については否

定的ではなV・が甚だ限定せられたものであった

ことは吾入の深く遺憾とする所である．

 しかるに我が敏室西川3）は「ウスニン酸が「マ

ウス」を川v・ての芽胞感染試験に於て実験治療

学的に顯著なる効果のあるtとを創めて見出

冠

し，更に之を「ペニシリン」と併用して從來報

告せられたる如何なる成績よりも優れた効果を

挙げ得るtきを報じた．而して最近偶々破傷風

の一症例に接し，その成績を実地に槍討し，本

例は血清，「ペニシリン」，「マイアネシン」共に

その奏効容易ならざりしに拘わらす，主として

「ウスニン酸軍独にて急速な疾患の寛解，延V・

てはその全治を來さしめ得たことは甚だ意を強

くする処である．

 処が所謂抗生物質研究のその後の進展は独り

「ぺ＝シリン」に止まらす，「ストレプトマイシ

ン」，「テラマイシン」，「クロロマイセチン等の

出現を見るに至り，諸疾患に対する之等物質の

効果は愈々その範囲を増大し，研究を忽せにす

可らざるものがあるので．本研究に於ても著者

は先に吾々の経験した「ペニシリン」以外の主と

して抗生物質につき，その実駝的破傷風菌感染

に対する治効力を更に槍討，特に前記「ウス；
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ン治療の夫とを比較して些か知見を得たので， 今その成績を報一致する．

1試験管内発育阻止試験

 実駒材料及び実駒方法

1．菌  種

実

 本学細菌学敢室保存の眼傷風菌U・S・A・株，

 2．菌俘游液の調製

 肝片加肝臓ブイヨン」（pH・7・4）に37。Cに於て72

時間培養のものを更に5～7日室温に放置した．菌の

移植に当ってはその都度培養管を振盈し，肝片直上部

の菌エムルジオソ」の1白金耳宛を使用した．

 3．発育阻止試験用培養基

 先ず予め門門せる試瞼管内に基礎培地として肝二三

肝臓ブイヨン培地を次の如く牧めた．

 即ち，直径1・5Cm，長さ15cmの小試験管を…列

用意し，夫・々の中へ般子形小肝片2個（同大，2個の

重：き計0．5～O．7g）を入れ，更に肝臓ブイヨン」（plI

7・4）を2c・c・野分注し，100。C30分3回間磧欠滅菌を行

った，

 備考：「ブイヨン作製には牛肉ン町内氏ペプトン」

を，肝臓は牛の夫を使用した．

 4．供試藥物

 1）Aure（、mycin（Lederle， crysta］line h｝’drochlori－

  de）

 2）Terramycin（1） fizer， crystallme hy（lrochloride）

 3）Chloromycetin（Parke 1）：tvis）

 4）Streptぐ）mycin（Merck， Calciulii ch】oride colll－

  Plex）

 5）Guan（》furacme（富山化学， E－Nit r（）一一2一一furfury－

  1idene aminoguanidme hydrochloride）

 6）Usnic acid（カリウム塩）

 5，藥剤の調製

 各種写物中水に可溶1生のStreptomycin7 GuanoFura－

cineは1GO倍稀釈水溶液を作製し，之を原液とした．

         
 AureomycinはIOb‘IICIで溶解（更に安定を期する

験

爲），之を滅菌蒸溜水にて1万倍稀釈液を作製し，之

を原液とした．

          Te「「amアci11は10σHCIで溶解（更に安定を期する

爲），之を滅菌蒸溜水にて1万倍稀釈液を作製し，之

を原液とした．

 Chloroniycetinは「フ。ロピレソグリコeル」にて溶

解，之を滅菌蒸溜水にて1万借稀釈液を作製し，之を

原液とした。

 Usnic acidは当寺の苛性カリ」を加えて，之を溶解

し，夏に適当に滅菌蒸溜水を加えて，原物質の100倍

稀釈液を作り，之を「ザイツ濾過器にて濾過して使用

した．

 6．試験方法

 各藥物の上記原液1C・C・に4C・C・の肝臓ブイヨン」

を雪加し，よく混和し，その2c・c・を前記肝片加肝臓

ブイヨン」を牧めた試験管列の第1管に注賦した後，

その2c．c．を第2管に移し，以下順次に煙管に2e・c・宛

悟り，緊々稀釈培地を作製した．斯くて導管に前述の

菌漂游液1万金耳宛を入れ，綿栓を施した後，全管を

よく振糊して37。Cの卿卵玉詞に納めた．対照として

は夫々2c．c．の培地そのもの，2c・c・の培地に1白金耳

の菌浮游液を入れたものを1本宛置いた．

 7．判 定

 発育阻止作用は培養72時間後菌の発育による瓦斯産

生或は瓦斯産生と同時に浬濁の有無を見て判定す．而

して抗菌価を瓦斯産存或は瓦斯産生及び～駄蜀を認めた

最後の試瞼管に隣接した之等の現象のない試験管の稀

釈倍数を以て表した．省，殺菌作用を見る爲に，72時

間後に於て発育阻止を示した培養基より更に1白金耳

宛を新たなる群々ブイヨン」に移し，37。Cの鰐卵器

内に泊め，72時聞後に於ける菌発育の有無を賦した．

実 験 成績

 結果に於て最も張力なる発育阻止力及び殺菌

力を示したものは，Aureomycin 〈1．2， 560，000）

であり，之にやx劣るものはTerram yciD（1：

（第1表）

1，280，000） ’（：“あり， 次に二 Chloromy｛etin （1：

6斗0， OOO）， Gua1二〇fuhlcine（1：64，000）の順序

てC“， Streptomycfn （1：1，000） は Usnic acid（1＝

［ 2e ）
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2，000）より劣る祓績を示した．

第 1 表

物 質 発育阻止力  殺 菌 力

Aureomycin

Terramyrin

i 2，s60，ceox 1 2，s60，eeex

i，2so，eeo× 1 i，2so，ceo×

Chloromycetin 1

Streptomycin

Guanofuracine

Usnic acid

640，000x i

ユ，G・0・l

     E64，0eo ×

 2，000X i
     1

640 ， eoo ×

 1，0ee×

64，ceo ×

 2，eeo ×

「ぺ＝シIJン」以外の各種抗生物質の破イ易風菌

に対する抗菌スペクトル」の報告は本邦に於て

は未だなく，但しアメリカ」に於てLong et al

（1950）9）の報告があるのみで今著者の得力成績

とLong et alの夫れとを比較して見るに次の

如くである．

 即ち，

 1）Aureomycinに就てはLong et alの成績

は1，000万倍で，著者の成績：256万倍より勝る．

 2＞TerrIしmycinに点てはLollg et alの成績

は200万倍で，著者の成績128万倍に略e匹敵

する．

 3）Chloromycetinに：就てはLong et alの成

績は10万倍で，著者の成績46万倍より劣る．

 4）Streptomycinに就てはLong et alの成

績と同様著者の成績も1，000倍であった。

 II．動物実験

  実験材料並に実験方法

 1．実験動物

 14～189の健康マウス1を使用した．

 2．菌  種

 本学細菌学教室保存の破傷風ea U．S．A．株．

 3．芽胞液作製方法

 破傷風菌は肝臓ブイヨン」に培養し， 1ケ月以上

（最大限3ケ月迄のもの）を経た精一（その一部を普通

ブイヨン」に好気性に培養して好気性雑菌の混入せざ

ることを確めた．）を75～80。Cの重撮要中に於て1時

間加熱して固有の毒素を破壊し，且つ菌体を滅殺し，

鼓に芽胞懸濁液を作製す・

 4，接種用木片の調製

 芽胞と共に接種する異物として木片を用いた．即

ち，木片の材料としては少しく硬目の「マッチ軸を使

用し，lmm角，長さ3mmの長方形小木片とした．

 5．芽胞附着木片の作製

 上記木片を滅菌シャーレ」に入れ，乾熱滅菌器申

（150。C）にて2時聞滅菌し，木片を軽度に福色を帯び

る程度に至らしめた．…欠いで該シャーレ」中に芽胞液

を無菌的に注ぎ込み，木片をして芽胞液に浸し，然る

後画塾木片を1個皇別の滅菌シャーレ」中に取出し，

硫酸乾燥器中に入れ，低圧の下に冷関所に置き，乾燥

せしめた．

 6．木片の接種

 接種に際しては先ず「マウス」の右上背部を中心とし

て右配当，右肩月語部附近迄小鋏を以て皮膚を傷つけざ

る様にしつS出面る限り短く毛を勢除する．i欠いで皮

膚を「アルコール」にて軽く清拭し，「マウス」の尾根部

に近き轡部に小切開を加え，この創口より耳鼻料用撮

子を皮下に挿入し，之を嚢状に拡げ，前記芽胞液附着

木片を創ロより右腰背部皮下に挿入する．而して創ロ

は「コロヂウム」を以て閉鎮せしめた．

 7．使用藥物

         
 Aure‘）mアcin：rtem HCIで溶解，使用した・

         
 Terramycin：一而σHC1で溶解，使用した．

 Ch］oromycetin：「プロピレングリコP一ル」にて溶解

    使用した．

 Streptomycin：滅菌蒸1留水で溶解，使用した．

 Guanofuracme：滅菌蒸溜水で溶解，使用した．

 Usnic acid：K塩の0．2％水溶液を：更に適当に稀

    釈して使用した．

 8．実験及び観察方法

 各群5頭の「マウス」の一腰背部皮下に上記の方法に

より芽胞附着木片接種を行い，而して1時間後（一部

の群では夫々48時間後或は72時間後）に該木片周囲皮

下に供試藥物溶液注射を開始した．画龍に対照群5頭

には芽胞附着木片を接種したるのみに終らしめた。毎

回の実験に先立ち必ず3頭以上の「マウス」を使用し，

上記芽胞附着木片を接種し，第4日目に，或はおそく

とも第5～7日目迄に確実に「rtウス」を麗死せしめ得

るかを確め，不確実なるものは実験に供しなかった．

観察期間は原則として1ケ月以上と決めた．但し芽胞

の動物体内に於ける浦長を知らんが爲に観察期間を特

に延長せしめた場合もあった．発病の程度を明記する

には敢室西川の方法に從い，（±），（十），（粁），（冊）

［ 21 ］
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の記号を使用したが夫々の意味はi次の如くである，

 （±）……尾根部が僅かに右方に偏劃し，從って歩行

に際し，尾部が体正中線よりも右方に転何し，接種部

附近の皮膚に攣縮によう2～3条の雛壁形成を認め，

尾を把握して持ち挙げると骨幹を右方に屈曲するが如

運き動ずるもの，

 （十）・・…上記症朕が更に進み右下肢に強直：性痙攣を

來たし，從って少しく践射し，両耳翼を少しく後方に

反転し，僅かに過敏状態となり，尾は盆・セ右方に転1奇

す．

 （H）……上記の程度が更に強くなり，右下肢は臆部

を下にして強直性に伸展し，地に着け得ず，胡弓は僅

かに右方に屈曲している．更に両耳翼を後方に反転

し，全身の毛を逆立て過敏状態となって居り，尾を把

握して持ち挙げると全身は痙攣を発し，嘱幹を右方に

屈曲する運動をなす．

 （柵）……症朕が更に進み，右下肢は臆部を上方に向

けて強く強直性伸展を來たし，体を僅かに弓朕に反ら

し，極めて過敏となる．而してこの上病勢が更に進め

ば完全に両下肢共伸展を來たし，少しの刺戟によって

も全身強直性に座攣，後弓反張を來たす，之は死の直

前の症朕であって二二に死より萸れない．

 9，効果の刊定

 上記の如き破傷風の症朕を何等起さずに長期間生存

した場合に之を供試藥物の卓効あるものと認めた．而

して何れの場合に於ても一定期間後には必ず接種木片

を取り出し，一々ブイヨン」申に4＆・v72時間培養し，

「グラム染色を行い，端在性芽胞を有する桿菌の有無

を樵した．死亡せるものに於ては勿論木片培養成績は

すべて陽性であった，中には一度症朕を起しながら再

び自然治癒を來せるものもあった．

実 験 成績

 1・Aureomycinに関する、成績（：第2i表i，第3

表，第4表，第5表）

 Aureomycinは1日：量夫々0．6mg，0．3m9を

6日聞と0・3m9，0．2mg， O．1m9を3日間連続

注射し九．而して第刊司注射開始は何れも芽胞

接種1時闇後に於て実施した．倫別に一部の群

では芽胞接種48時及び72時闘後に於て第一回注

射閉始の実験をも試みて見た、

 1日号0．6m96日嗣蓮続注射の群では5頭

中全野生存しfe．そこで1日量を牛減して0・3

mgとして，6日過蓮続注射を行ったところ5

頭中全頭生存した．次いで注射の日数を牛減し

第 2 表

藥 品 名

説ぐ贈
マウス翻167

体重（接種日） 15

Aureemycin 1
．1

Terramycin r一一一pt一一一一ma“

O ． 6nits． O．6mg
対 照

                              77 78 79 80 81

＿＿＿竺＿聖r17いr・61718151・7・7・5・6・8
日数「@  6        6    ト

68 69 70 71 i 72 73 74 75 76 i

    ，

注射
薯騨欝ρ（一）（一）（一）（一）（一）

発病日00000麓麗に至・・…

（＿）（＿）（＿）（＿）（＿li（柵（柵）㈱）㈱（冊

。  o  o  o  o

o  o  o  o  o

1 3 4  4  3  4

 4  5  5  4  5

転 刷生生生生剥生生生生生
培養成績1（十） （十） （十） （十） （一）1（＋）（＋）（＋）（＋）（＋）

       90日90日90日90日90日；90日90日90日90日90日

生存率 P ÷ 1 ÷

死 死 死 死 死

（十） （十） （十） （十） （十）

Lo
5

C 22 1
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第 3 表

 藥 品 名

＼＼  1日量

項目 ＼

Aureomycin

O．3mg

マウ播号18283848586

Terramycin Chloromycetin

O．．emg O．3mg

87 88 89 90 91 92 93 94 95 96

評注日）［18・61715・61・7・615・7181・7・615・6・i一’

向日釧  6  i 6  ！  6
四割（一）（一）（一）（＋）（一）（＋）（餅榊）（一）㈱：1：㈹

発病日00000 000120 70886蠣晋に至π「・『『す 一・6d・4一一・19・96ヅ
転一…一 �齔ｶ生一』二四一生一一 P生。：一一蜜死生「一死生魂生’一死

晶晶 ﾚ1醐1磁越1翻（＋）等等）翻憾超i
                    

生鱒 ÷   ÷ 一 号
備 劇 95番は24日目に症状治徳

藥 品 名 Streptomycin Guanofur．acine

O．3mg． O．3mg
対 照

マウス酬979899－1・…111・21・3…1・51・6－ 奄戟E71・81・9・・…1

体重（接種日）｝1516181716

注射日田   6
18171615・6118・615・7・6
               ロ      6          x”一一一一K＿

長子壁ri㈱㈱
発病 日｛6

薙囎こ至い

  （＋） c＋）
  （土）（柵）（土）

7 8 10 9

8 O 13 O

！ c＋）
（一） I土）㈱（一）㈱

 0  8  6 0  8

 0  0  8  0 10

（柵）（柵）（柵）（柵）（柵）

3  4  4  3  3

4  5  5  4  4

培養成績

転    帰1死  死 生 死

       （十） （十） （十） （十） （十）

生1生

60日   60日

   生  死  生

（十） （十） （十） （十） （十）

60日 60日      60日

州

      i     2

生存率 P  ｝ゴ

備 考鰭三聖繍蕪は

 死  死 死  死 死

！ （十） （十） （十） （十） （十）

1

！層巨．．．＿一
 1

一⊥一一

 1

103番は19朋に野里 P

p
5

て1日量0．3m93日闇連続注射して見るに5

頭全頭生存した．

 1日：量0．2m93日聞連続注射の群でも5頭

中全頭生存し，各頭無症厭に経過しk．1日量

                       ［ 23

0・1mg 3日間連続注射の群では5頭中4頭生存

し，死亡せる1頭は．接種後12日目に発病し，15

日目に死亡している．即ち，Aureomycinは試

験管内試験に於て得られたと同様の強力なる成

］
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第 4 表

 藥 品 名

 一  1日量

項目  ＼

体重（接種日）1

Aureemycin

   O．3mg

16 15 17

     3

Terramvcin

O．6mg

 17

 3

トー

マウス翻｝・32133134・35一・36 1 i3713813914・エ4・1・42

              18 17 1 16 17 17 15 16 i

醐日劇

Terramycin

 O．3mg

143 144 145 146

薯購劉（τ）（一）（一）（一）（一）

発 病 日iO O O O O

       （t） ’ ’i
（一） （一） （ny） （S） （一） iii （”’一）

o o o n olo

18 17 15 16 17

     3

  （＋）
  ； （一一一） （一一） （H一｝）

  （一）

  6  0  0  6

薙面こ至1・・・・・・・…
転 二丁一至一一垂一一一重一言生生一正『垂蚤

培養囎 ?ｩ邸詔画趣粛1鵡鵡謂

生存率  一1一一   ÷
                  1
備    考              140番 23日目に症状治癒

藥 品 名

 O  O  O  O  8

レ生一生tE M一一互…屍一

踏帽媚鋸一τ再

     t6一一

143番30目目に症朕治癒

Usnic acid

   一日量
    一 1 O．3mg
項目
マウ旙号1147・ng14gi最「1訂

一二接種旦）1－1向一17・5・817

注射日数1  3
楽風緯の（一）（一）（一）（一）（柵）

発病日ioOOO6      L一一rf一一一一J一一．

   対     照

igi－i5－3－i’S一， ig5一一in56

16 17 ．1 |8鼈黷P5 17

       一 一 一sL一一 一一

1（惜）（柵）（柵）（榊）（柵）

14 s s s 4
接種後死に至1
る迄の日

。

生

O  O  O  8 5  6  7  6  5

二一帰lEii無儀死逸二死二死
培養成績1（＋）（＋）（＋）（＋）（＋）（＋）（＋）（＋）（＋）（＋）

＿＿＿＿＿一L墨壁L壁日二堕貝＿聖旦  一一一．＿一＿一＿一．＿．＿．一．一，一一一

      1    4    1    0
生存率  ％「  ；  一豆一
      d                                   I

績を動物実験に於ても認めしめた．次いで

Aureomycinの投与を時闇的に少しく遅らせ，

或は注射部位を’変更して次の如き実験を試み

1た．

 （1）芽胞接種斗8時間後よりAurcomycin 1

日量0．3mg 3日間連続投与せしに5頭申3頭

                     ［ 24

生存し，生存せるものは何れも発病を認めなか

った。

 （2）芽胞接種72時二二より前記量と同じく

3日聞投与した場合には5頭中1頭生存し，生

存せるものは発病を認めなかった．

 （3）接種反対側背部皮下に接種後1時閻よ

］
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第 5 表

 藥 品 名

＼＼_ 1日量1
項目＼＼」

   Aureomycin

     e．2m｛                 O．lmg

Ll，SsZ＋一！g，US8 i59一，69Lirm6．iLl l6”8－1，9｛！63一．Y64－1．9tl－66．

 17 16 18 15 16 ］ 16 17 15 17

Aureomycin Usnic acid

O．2mg

マウス番号

体重擁日）

167 168 169 170 171

・8い7・6・8・617

注射日鞠
破傷風発病の
有無 並に

発病日i

     3

（一） （一一） （一） （一一） （一一）

o  o  o  o  o

A

I   3
（i十1） （一） （一一一） （一） （一）

li2 oooo

3

         （粁）
（一）（柵）（一）（柵） ↓

         （一）

0  5  0  6  5

接種後面に至  0  0  0  0  0
一至迄の貝一

15 O  O  O  O o

転

培養成績

生 存 寧

副直生生生生1死生生生生
                （＋）（＋）（＋）〈＋）（＋）1（＋）（＋）（＋）（十）（＋）

  50日  50日 50日 59旦 50日  i     50日 ε0日 EO日 50日

傭 考

5

5

4
L 5’

 生  死

 （十） （十） （十） （十） （十）

卜50日    50日    50日

8  0  7  0

  生 死  生

藥 品 名

＼＼ 一日量

項目＼

Usnic acid

 O．1mg
対 照

マウス番号 172173174175176 177178179180181

糎（接種日）11617161718｝・716・7・8・6
酬日数  3 「、一一一～一．二
選擬風籍野一）（柵）㈱（一）（蒋1

発病日05504
（柵）（柵）（柵）（柵）（柵）

4  4  5  5  4

離離こ至・66・5 5  5  7  6  5

転 帰陰死死生死1死吾吾吾吾
培養成績

生 存 i率

（＋） （＋） （＋） （＋） （＋）1（＋） （＋） （＋） （＋） （＋）

50日 一 50日 」
2

woT一
0
5’

     3
    －5”一

171番 20日目に症状治癒

り藥剤の上記量注射を3日聞行った場合には5

頭中3頭生存し，生存した内の1頭は一度症1伏

を起したが之は結局自然治癒した．

 2．Terramycinに関する成績：（第2表，第3

表，第4表）

 ’rerramycinに：就ては1日量：0．6mg，0．3m9を

6日間引続注射の場合と， 1日量0．6mg，0．3

mg 3日間連続注射の場合とを実施しk．而し

て接種後第一回注射開始の時間はAureomycin

の場合と同様である．

 1日量0・6m96日間注射の群では5頭中全

頭生存し，次いで1日：量を牛減して：0．3mgを

［ 25 ］
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6日間注射せるに5頭中4頭生存し，死亡せる

1頭は12日目に発病し，14日目に死亡した．そ

tで注射の日i数を牛減して0．6m93日間蓮続

注射を行ったとtろ，5頭中1頭が11日目に発

病したが，23日目に症歌治癒し，結局与頭生存

した．1日量0．3m93日間注射の群では5頭

中2頭発病し，その中の1頭は8日目に死亡

し，他の1頭は30日目に症歌治癒し，結局4頭

生存し充．

第 6

 3．Chloromycetinに関する成績（第3表，第

6表）

 Chloromycetinは1日量夫々0・3mg，0・6mg

を6日間連続注射した，

 1日量O．3mg注射の群では5頭中2頭生存

し，その中の1頭は途申一一度症状を起したが自

然治癒した．

 1日：量0．6mg注射の群では5頭中3頭生存

し，生存せるものは無症駄に経過した．

表

藥 品 名

’＼  1日量

項目  ＼＼、

Chloromycetin 1 Streptomycin

 O．6mg 1 O．6mg
       ’

Guanofuracine

O．6mg
対 照

騨（三日）11717・516i8 i・71615・6・S116・7・516・7ii5・6・7・8・と

摩羅数1 6 ｝ 6 i 6 一’一一’一一‘一’一一＼
蕪畷暫ll二油）画（一）（一）1（一意）（一）画（球＝1（一油1（二瀬畑畑）（｛・1・1・）㈹㈱

マウス副1121131・4・15・・61・17 118・・912・12・1122 123 124 125 1261127・兇129手3ρ一・31

発 病  日 0

羅麗に至i・

5  7 0 0 O 11 07 OIO 0506 3 4 4 4 5

                             4 5 5 5 6

帰1生死死生生1生死生死生1生生死生圃幽幽…賊一；ie

6go olo lg og olo 0607
転

培龍塑趨轡）撫鍵）観（＋）繍憲（＋）留（＋）1（＋）（＋）（＋）㈲（＋）

生存 宦?喜  l l
4．Streptomycinに関する成績（第3表，第6

表）

Streptomyeinは1日量：夫々O．3mg，0．6mgを

6日聞連続注射した．

 1日量O．3mg注射の群では5頭中2頭生存

し，■の2頭は何れも症状を起したが結局自然

治癒した．1日量0．6m9注射の群では5頭中

3頭生存した．

 5．Guanofuracineに関する成績（第3表，第

6表）

 Guanofuracineは1日量：夫々0．3m9，0．6mg

を6日間連続注射した．

 1日量0．3m9注射の群では5頭中3頭生存

し，その中1頭は経過中に症歌を起したが自然

治癒した．

 1日量0．6m9注射の群では5頭中3頭生存

し，生存せるものは何れも無病歌に経過した．

 6・Usnic acidに関する成績（第4表，第5

表）

 Usnic acidは1日量夫々O．3m9，0．2mg，0．1

m9を3日闇蓮続注射した．

 1日量O・3mg注射の群では5頭中4頭生存

した．生存せるものは何れも症状を認めなかっ

た．

 1日量O．2m9注射の群では5頭中3頭生存

し，その中1頭は一度症欣を起したが自然治癒

した，

 1日量0．1mg法射の群では5頭中2頭生存

［ 26 ］
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した．

 以上の成績を見るに被検証物中Aureomycin

が断然優れており，次にUsnic acidがTei ra・

mycinと伯仲して之に次ぐ成績を示したt．とは

注目に価する．GuanofuracineはChloromycetin

にやx優る檬であり，Streptomγcinが最下位で

あった．而して何れの場合に於ても死亡せるも

のは勿論生存せる全試獣についても接種木片を

取り出し，嫌気的に培養を行った処，結局陰性

成績を示したのはAureomycin O．6m96日聞連

続注射試験の試鰍中！頭に於てであり，而かも

；接種後第90日目に培i養を行ったものであった．

他は全部陽性の結果に絡つた．

 7．破傷風菌液接種試験

 さて今迄施行せる実験はすべて破傷風菌の芽

胞接種実験であるが，菌液そのものを用v・た場

合には如何なる態度を示すかを次に槍溢した．

即ち破傷風菌の着々ブイヨン培養1ケ月以上を

経：た菌液に前記の滅菌小木片を’浸し，然る後之

等を1個宛別の滅菌シヤ・一 v」中に取出し，軽

度に乾燥せしめて之を前記と同様の方法で「マ

ウス」に接種した．藥剤は芽胞接種試験に於て

有効であっ完Aureomycin， Tcrramycin， Usnic

acidを選び，各々夫々1日量0．3m93日聞連続

注射した．樹第1回注射開始は前記同様接種後

1時聞とした．結一果に総ては各群とも5頭宛用

V・たが采頭発病死亡した．発生毒素の急激な吸

牧に対して諸化学療法剤のなす処なきを示すも

のである．（詳細成績を略する。）

考

 前記P．H． LoDg et alの報告によれば各種抗

生物質の本症に対する適応としてPenicillinの

みが「多少効果があるが未確定」となっており，

他のAureomycin， Terramycin， Chloromycctin，

Streptomycinは何穿しも「無効」となつして＝V、る．

著者の成績に徴して後二者はともかくとして前

二者が無効となっているのは直ちに了解しかね

る所であるが，本症に対する治療開始の時期が

実験によって夫々異なれるためのものと解され

る，上記物質が全然無効であるか否かに関して

は尚今後幾多の症例に於ける槍討に侯たねばな

らないであろう．而かも之等有効抗生物質と難

も破傷風毒素に対する中和力の無いととは前記

按

成績の示す如くで，抗生剤，化学療法剤に自ら

限界の存すべきこ～一は到底否定し得ない処一6’あ

る．唯，本症の全彫像に対し僅かにその一角に

挑記するものとは云い乍ら之等抗菌性諸物質の

優劣を論ずる場合最も期禍すべきものとして著

者の成績はAureomycin， Usnic acid， Terramy－

cinを挙げんとするものであり，就中Usnic acid

は1”er rainyciliに匹敵する効果を得しむると云

う：事実に関しては前者が本邦産さるをがせ中よ

り比量よく（從って価格廉に）獲得せられる物

質である丈に甚だ興味ある処となさねばなら

ぬ．

結

 著者はAureomycin， Terramycin， Chloromy－

cet．n， Streptomycin， Guanoftiracine， Usnic acid

等の破傷風菌に対する態度に就て「マウス」を

使用して比較実験し，次の如き結論を得た．

 （1）破傷風菌に対する試験管内発育阻止力は

Aureomycinが最：も勝れ’， i衆い・でTerramycin，

論

Chlorom ycetin， G uanofuracine， Usnic acid，

Streptomycinの順であった．

 （2）破傷風菌芽胞を使用しての動物実験で

は，やはりAure・myc｛nが最も勝れ， Usnic acid

がTeframyc｛nと伯仲して之に続く成績を示し

た．

［ 27 ］
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 （3＞破傷風菌培養菌液を使用した動物実験で

はAureomyd11， Terram ycii｝， Usnic acid共に

効果が見られなかった．

 稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導をいただき，

且つ御校閲を賜った恩師日置教授に深甚の謝意を表す

る．
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